


は じ め に 

 

 

 第２５回参議院議員通常選挙は、令和元年７月４日に公示され、同年７月 

２１日に執行された。 

今回の通常選挙では、選挙区選挙における政見放送での持込みビデオ方式の導

入、比例代表選挙への特定枠制度の導入、投票管理者および投票立会人の選任要

件の緩和、選挙公報掲載文の電子データによる提出が可能になるなど、さまざま

な制度改正が行われた。 

本県での新たな取組として、高校に期日前投票所が開設されたほか、YouTube

や Fecebook といったＳＮＳを活用したＷＥＢ広告の掲載、ポスター掲示場を模

した顔出しパネルの設置、実際の選挙公報を用いた出前塾などを実施した。 

今回は、統一地方選挙と参議院議員通常選挙が１２年に１度重なる、いわゆる

「亥年選挙」で、本県における投票率（選挙区）は４７．６４％と前回を８．８

６ポイント下回り、過去最低を記録した。また、１８歳・１９歳の投票率は２７．

２４％にとどまり、１８歳選挙権が導入された平成２８年参院選以降、若者の投

票率の低下が続いている。各関係機関との連携を図りながら、これまで以上に投

票率向上に向けた取り組みを行っていく必要がある。 

最後に、大きな問題もなく円滑に選挙を執行することができたのは誠に幸いで

ある。第一線で投・開票をはじめとする各種の事務に携わられた市町の選挙事務

関係者の方々および明るい選挙の推進に格別の御協力をいただいた明るい選挙

推進協議会をはじめとする諸団体の方々に、深く感謝の意を表する次第である。 
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